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大河原崇視

丹下　千里

岡山県中学校長会副会長

和気町教育委員会学校教育課
課長代理

矢掛町教育委員会教育課課長代理

19 中西　　健 岡山県文化連盟専務理事

17 横田さなえ 岡山県中学校文化連盟会長

18 福本　泰久 岡山県中学校吹奏楽連盟会長

16 井上　英次 岡山県中学校体育連盟会長

9

13

15 荒田　真一

浅口市教育委員会学校教育課
指導主事（課長補佐）

備前市教育委員会生涯学習部文化
スポーツ振興課課長代理

14 山江  健太
公益財団法人岡山県スポーツ協会
生涯スポーツ課  主事

11

高梁市教育委員会こども教育課
課長補佐

8 杉村　昌和
真庭市生活環境部スポーツ・文化
振興課課長補佐

仁後　知佳
美作市教育委員会学校教育課課長
補佐

1 髙岡　敦史

田原　直樹

10 若山　貴信

西浪　聰郎
総社市教育委員会部活動改革推進
室室長補佐

小比賀　隆

4

7 船戸　修

実証事業連絡会委員一覧
任期R8.3.6まで(敬称略）

氏　名 職 名 等

早島町教育委員会学校教育課
課長補佐

井原市教育委員会文化スポーツ課
社会教育指導員

岡山大学大学院教育学研究科
准教授

2 山本　貴之
倉敷市教育委員会保健体育課
指導主任

3

5

玉野市教育委員会社会教育課
課長補佐

6 五百蔵　実

12 赤堀　恵一
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　　　　（地域移行支援アドバイザー）

（県立中学校等）

32 松下　　誠 しらうめスポーツクラブ

21 今岡  　旭 矢掛町教育委員会教育課指導主幹

18 竹並 　 良 早島町教育委員会生涯学習課主任

20 坪井　裕典 矢掛町教育委員会教育課健康スポーツ係長

14 池原　洋人 部活動地域移行コーディネーター

16 森定　宏之 和気町教育委員会学校教育課学校教育指導員

10 石川　直祐 ひなせオレンジクラブ（アーチェリー）

12 大倉　寿仁
真庭市生活環境部スポーツ・文化振興課
課長補佐

4 土田　健太 玉野市教育委員会社会教育課主幹

7 安井　健二 総社市教育委員会部活動改革推進室主査

48 藤原　真理 岡山県環境文化部文化振興課総括参事 欠席

49 谷口　恵祥 岡山県環境文化部文化振興課副参事 欠席

46 安原　経子 岡山県環境文化部スポーツ振興課副参事

47 川藤　圭一 岡山県環境文化部スポーツ振興課主幹 欠席

44 中村 　 奨 岡山県教育庁生涯学習課指導主事（主幹）

45 緒方　清美 岡山県環境文化部スポーツ振興課総括参事

42 滝澤　幸隆 岡山県教育庁生涯学習課長

43 西尾　昌平 岡山県教育庁生涯学習課総括副参事

40 宮崎　准二 岡山県教育庁保健体育課指導主事（主幹）

41 丹治　和博 岡山県教育庁保健体育課指導主事（主任）

38 土井　隆史 岡山県教育庁保健体育課副課長

39 𠮷山　隆志 岡山県教育庁保健体育課総括主幹

36 岩井　俊暁 県立岡山操山中学校教諭

（事務局）

37 片岡　敏行 岡山県教育庁保健体育課長

34 藤井　省吾 県立倉敷天城中学校長

35 滝澤　浩三 県立津山中学校長

真庭市スポーツ推進委員

33 槇野　邦彦 岡山大学教師教育開発センター准教授

31 三宅　厚自 きよねスポーツくらぶ　ゼネラルマネジャー

27 中西　　健 岡山県文化連盟専務理事

28 向井　　彰 倉敷市スポーツ推進委員

25 小野寺　達明 岡山県中学校文化連盟副会長
代理出席
岡山市立東山中学校長

26 福本　泰久 岡山県中学校吹奏楽連盟会長 玉野市立玉中学校長

23 荒田　真一 岡山県中学校長会副会長 高梁市立高梁東中学校長

24 安田　洋章 岡山県中学校体育連盟理事長 代理出席

19 丹下　千里 矢掛町教育委員会教育課課長代理

22 山江  健太
公益財団法人岡山県スポーツ協会
生涯スポーツ課  主事

17 赤堀　恵一 早島町教育委員会学校教育課課長補佐
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13 山﨑　敦史 浅口市教育委員会ひとづくり推進課係長 代理出席

白井　福美 玉野市スポーツ推進委員

9 船戸  　修 備前市生涯学習部文化スポーツ振興課課長代理

11 杉村　昌和
真庭市生活環境部スポーツ・文化振興課
課長補佐

6 西浪　聰郎 総社市教育委員会部活動改革推進室室長補佐

8 原田　将仁 高梁市教育委員会スポーツ振興課係長

3 小比賀　隆 玉野市教育委員会社会教育課課長補佐

5 田原　直樹
井原市教育委員会文化スポーツ課
社会教育指導員

1 髙岡　敦史 岡山大学大学院教育学研究科 准教授

2 山本　貴之 倉敷市教育委員会保健体育課指導主任

実証事業連絡会出席者一覧
任期R8.3.6まで(敬称略）

氏　名 職 名 等 備 考

29 長尾　政則

15 大河原　崇視 和気町教育委員会学校教育課課長代理
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岡山県立図書館多目的ホール

○ ○ ○ ○

（県立中学校・中等教育学校席）

（倉敷市） （玉野市） （井原市） （総社市）

第１回実証事業連絡会　座席表

○ ○ 　  ○ ○ ○ 　  ○

（和気町）

○ ○ 　  ○

（浅口市）（真庭市）（備前市）

（早島町） （矢掛町） （矢掛町）

○ 　  ○

○ 　  ○ ○ 　  ○ ○ 　  ○ ○

○ 　  ○

（高梁市）

スクリーン

①

㉒
㉓

㉔

㉕
㉖

㉗

㉘

㉙

㉚

㉛
㉜

㉝

㊴

㊲

㊳
事
務
局
席

モデル市町席

㊵

㊶

㊷

㊸

㊹

㊺

㊻
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                          実証事業連絡会設置要綱 

                                         

 （目的） 

第１条 モデル自治体における「学校部活動の地域移行等に向けた実証事業」等に取組み、

全県的に波及可能な好事例となる体制構築に向けて、情報共有等を行うため、実証事業連

絡会（以下「連絡会」という。）を設置する。 

 

 （所掌事務） 

第２条 連絡会は、前条の目的を達成するため、次の事項を協議する。 

（１）学校部活動の地域連携・地域クラブ活動への移行の在り方に関すること 

（２）関係機関との連携に関すること 

（３）前２項のほか、第１条の目的を達成するため、必要とされる事項に関すること 

 

 （委員） 

第３条  連絡会は、３５名以内の委員をもって組織する。 

２ 委員は、次に揚げる組織の中から教育長が委嘱する。 

（１）学識経験者        

（２）中学校長会              

（３）中学校体育連盟         

（４）スポーツ団体    

（５）中学校文化連盟       

（６）文化団体                                

（７）関係市町村行政職員             

 

 （任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱の日から令和８年３月６日までとする。 

２ 委員に欠員が生じた場合、必要に応じて代わる委員を選出することとし、補欠の委員の

任期は、前任者の在任期間とする。 

 

 （委員長） 

第５条 連絡会に委員長を置き、委員の互選により、これを定める。 

２ 委員長は、連絡会を代表し、会議を総理する。 

３ 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員が、その職務を代理す 

る。 
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 （会議） 

第６条 連絡会は、年２回程度開催する。 

２ 会議では、必要に応じ関係者の出席を求め、意見を聴くことができる。 

 

 （部会） 

第７条 連絡会には、必要に応じ部会を設置することができる。 

 

 （庶務） 

第８条  連絡会の庶務は、岡山県教育庁保健体育課及び生涯学習課において処理する。 

      

 （その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、連絡会の運営に関し必要な事項は別に定める。 

 

      附  則  

 この要綱は、令和７年９月８日から施行する。  
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～ 子どもたちのスポーツ・文化芸術活動の機会確保・充実について ～

期 間 年 度 改革の進め方

改革推進期間 Ｒ５～７ 休日の学校部活動の段階的な地域連携・地域移行を推進

改革実行期間（前期） Ｒ８～10 全ての自治体において、休日の地域展開等に着手

改革実行期間（後期） Ｒ11～13 原則、全ての学校部活動の休日の地域展開を目指し、
前期の中間評価をもとに、平日の更なる改革を推進

【国が示す方向性】

【岡山県の取組】

地
域
ク
ラ
ブ
と
し
て
活
動

【背景】

活動：学校部活動

活動場所：A中体育施設

平日：学校部活動

A君の立場：野球部員

指導者：A中教職員(顧問) 指導者：地域の指導者
（一部教師の兼職兼業）

休日：クラブ活動

活動場所

活動：クラブ活動
(部活動以外の活動)

A君の立場：クラブ員、団員

②地域クラブで
活用している
体育施設

①学校体育施設
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1

取
組
内
容

倉
敷
市

●
取
組
項
目
名

キ
:
学
校
施
設
の
活
用
等

取
組
事
項

取
組
結
果

今
後
の
課
題
と
対
応
方
針

ア
:
関
係
者
との
連
絡
調
整
・指
導
助
言
等
の
体
制
や
運
営
団
体
・実
施
主
体
の
整
備

イ
:
指
導
者
の
質
の
保
障
・量
の
確
保

ウ
:
関
係
団
体
・分
野
との
連
携
強
化

エ
:
面
的
・広
域
的
な
取
組

オ
:
内
容
の
充
実

カ
:
参
加
費
用
負
担
の
支
援
等

キ
:
学
校
施
設
の
活
用
等

ク
:
そ
の
他
の
取
組

鍵
の
管
理
等
に
つ
い
て
、
セ
キ
ュ
リテ
ィ面
との
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
ハ
ー
ド
面
を
整
え
て
い
く必
要
が
あ
る
。

○
雨
天
時
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
使
用
で
き
な
い
とき
、
体
育
館
や
武
道
場
を
使
用
で
き
る
場
合
は
よ
い
が
、
そ
うで
な
い
場
合
は
急
遽
場
所
を
変
更
し
て
室
内
を
確
保
す
る
か
、
中
止
に

せ
ざ
る
を
得
な
か
った
。
休
日
の
み
の
活
動
（
今
は
月
に
２
回
程
度
）
で
、
会
費
を
とっ
て
い
る
こ
とも
あ
り、
毎
回
雨
天
中
止
に
は
し
づ
ら
い
状
況
だ
った
。

雨
天
時
の
こ
とを
考
慮
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
以
外
の
室
内
施
設
の
同
時
確
保
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

○
駐
車
場
が
狭
い
学
校
が
多
く、
保
護
者
送
迎
で
校
門
付
近
が
渋
滞
す
る
な
ど、
地
域
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
も
あ
った
。
一
部
の
学
校
で
は
、
近
隣
の
商
業
施
設
や
個
人
病
院
、
県
立
高
校
の
駐
車

場
を
借
りて
駐
車
場
を
確
保
し
た
。

自
転
車
で
通
え
る
距
離
で
の
地
区
制
（
ブ
ロ
ック
分
け
）
の
検
討
や
、
自
治
体
とし
て
駐
車
場
を
確
保
す
る
こ
とに
つ
い
て
も
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

○
場
所
が
転
々
とす
る
た
め
、
道
具
の
運
搬
等
は
ス
タ
ッフ
が
分
担
し
て
行
った
。
前
日
に
道
具
を
積
み
、
活
動
終
了
後
、
も
との
場
所
に
戻
す
必
要
が
あ
り、
一
部
負
担
感
を
感
じ
て
い
る
。

活
動
拠
点
を
決
め
、
基
本
的
に
は
拠
点
の
学
校
に
道
具
保
管
場
所
を
確
保
す
る
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

○
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
は
、
一
般
の
希
望
者
と重
な
れ
ば
抽
選
に
な
る
。
確
保
で
き
な
か
った
とき
に
は
、
日
程
の
変
更
を
余
儀
な
くさ
れ
る
場
合
が
あ
った
。

特
に
学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
中
学
生
ク
ラ
ブ
を
優
先
的
に
使
用
で
き
る
ル
ー
ル
を
作
る
必
要
が
あ
る
。
（
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
も
要
検
討
）

○
活
動
の
多
くは
、
ス
タ
ッフ
の
勤
務
す
る
中
学
校
に
学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
(利
用
料
免
除
)と
し
て
申
請
し
利
用
し
た
。

数
か
月
先
の
予
定
を
伝
え
、
そ
の
ス
タ
ッフ
と学
校
とが
日
程
調
整
を
行
った
。

○
冬
季
を
中
心
に
県
内
の
高
校
施
設
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
高
校
の
野
球
部
顧
問
と数
か
月
前
か
ら
日
程
調
整
を
行
った
。

○
８
月
は
熱
中
症
対
策
の
た
め
夜
間
練
習
とし
、
照
明
施
設
の
あ
る
倉
敷
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
野
球
場
を
利
用
し
た
。

(照
明
代
１
時
間
3,
30
0円
～
)

倉
敷
ク
ラ
ブ
２
年
生
練
習
の
様
子
R
7.
9.
7

（
倉
敷
市
立
福
田
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

写
真
・グ
ラ
フ
等
デ
ー
タ

○
ス
タ
ッフ
の
勤
務
校
で
あ
る
た
め
、
鍵
の
管
理
や
ネ
ット
や
ベ
ー
ス
、
整
備
道
具
な
どの
学
校
の
備
品
の
利
用
に
つ
い
て
も
、
よ
く

把
握
し
て
い
る
の
で
、
困
る
こ
とは
少
な
か
った
。
当
日
に
急
遽
、
勤
務
校
の
ス
タ
ッフ
が
来
ら
れ
な
くな
った
時
に
は
混
乱
が
あ
った
。

１
年
生
６
０
名

２
年
生
４
９
名

３
年
生
５
６
名
（
８
月
で
引
退
）

ス
タ
ッ
フ
２
７
名
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1

取
組
内
容

玉
野
市

●
取
組
項
目
名

ア
:
関
係
者
と
の
連
絡
調
整
・指
導
助
言
等
の
体
制
や
運
営
団
体
・実
施
主
体
の
整
備

取
組
事
項

今
後
の
課
題
と
対
応
方
針

ア
:
関
係
者
との
連
絡
調
整
・指
導
助
言
等
の
体
制
や
運
営
団
体
・実
施
主
体
の
整
備

イ
:
指
導
者
の
質
の
保
障
・量
の
確
保

ウ
:
関
係
団
体
・分
野
との
連
携
強
化

エ
:
面
的
・広
域
的
な
取
組

オ
:
内
容
の
充
実

カ
:
参
加
費
用
負
担
の
支
援
等

キ
:
学
校
施
設
の
活
用
等

ク
:
そ
の
他
の
取
組

○
令
和
７
年
４
月
１
日
に
、玉
野
地
域
ク
ラ
ブ
協
議
会
（
以
下
、『
協
議
会
』）
を
設
立
（
事
務
局
:
玉
野
市
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
）

○
『協
議
会
』が
、地
域
ク
ラ
ブ
化
し
た
サ
ッカ
ー
、吹
奏
楽
を
統
括
す
る
。ま
た
、卓
球
・ソ
フト
テ
ニ
ス
の
練
習
会
を
開
催
し
、

玉
野
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ット
ワ
ー
ク
Ｊ
Ｖ
（
玉
野
市
体
育
施
設
指
定
管
理
者
）
に
、運
営
を
委
託
す
る
。

指
導
者
登
録
か
ら
謝
金
の
支
払
い
ま
で
を
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
化
（
兼
職
兼
業
の
手
続
も
含
む
）
本
フ

ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
用
い
て
、
関
係
者
へ
説
明
。

出
典
:
『玉
野
地
域
ク
ラ
ブ
協
議
会
指
導
者
登

録
等
に
つ
い
て
』(
一
部
分
抜
粋
)

卓
球
・ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

吹
奏
楽

サ
ッカ
ー

・休
日
:
月
１
・２
回
程
度

・玉
野
市
総
合
体
育
館

・市
内
中
学
校

・参
加
費
:
50
0円
／
回

・指
導
者
:
卓
4名
、
ソ
3名

・休
日
:
月
１
回

・市
内
中
学
校

・月
会
費
:
10
0円

・指
導
者
:
校
⾧
＋
顧
問
4名

・平
日
:
火
・木
、
休
日
:
１
日

・宇
野
中
学
校
、
玉
野
高
校

・年
会
費
:
10
,0
00
円

・月
会
費
:
5,
00
0円

・指
導
者
:
顧
問
3名
＋
3名

○
【サ
ッカ
ー
、吹
奏
楽
】
・会
員
）
入
会
手
続
、会
費
徴
収

・指
導
者
）
登
録
、謝
金
・旅
費
の
支
払
い

※
指
導
者
支
払
い
ま
で
の
フロ
ー
チ
ャー
ト
作
成

【卓
球
・ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】
玉
野
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ット
ワ
ー
ク
Ｊ
Ｖ
が
同
上
の
業
務
を
行
う

○
令
和
８
年
度
に
、本
協
議
会
の
運
営
組
織
を
引
き
継
ぐ形
で
、玉
野
地
域
ク
ラ
ブ
を
設
立
予
定
（
事
務
局
:
玉
野
ス

ポ
ー
ツ
ネ
ット
ワ
ー
ク
Ｊ
Ｖ
）

【今
後
の
課
題
】

○
運
営
団
体
・実
施
主
体
の
運
営
体
制
の
整
備
や
人
材
の
確
保
な
ど、
持
続
可
能
な
運
営
が
で
き
る
組
織
体
制
の
構
築
を

行
う必
要
が
あ
る
。

・運
営
組
織

・組
織
体
制

・各
競
技
の
実
施
方
法
の
検
討
・指
導
者
の
確
保

・関
係
者
へ
の
周
知

・既
存
団
体
等
の
認
可
要
件
・大
会
へ
の
参
加
・財
源
の
確
保
・生
活
困
窮
者
支
援
ス
キ
ー
ム
の
確
立

等
々

【対
応
方
針
】

○
基
本
方
針
の
策
定
・・
・玉
野
市
部
活
動
地
域
移
行
基
本
方
針

入
会
パ
ン
フ
レ
ット

出
典
:
ht
tp
s:
//
w
w
w
.c
it
y.
ta
m
an
o.
lg
.j
p/
so
sh
ik
i/
35
/4
99
06
.h
tm
l
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1

取
組
内
容

井
原
市

●
取
組
項
目
名

ア
:
関
係
者
と
の
連
絡
調
整
・指
導
助
言
等
の
体
制
や
運
営
団
体
・実
施
主
体
の
整
備

取
組
事
項

今
後
の
課
題
と
対
応
方
針

ア
:
関
係
者
との
連
絡
調
整
・指
導
助
言
等
の
体
制
や
運
営
団
体
・実
施
主
体
の
整
備

イ
:
指
導
者
の
質
の
保
障
・量
の
確
保

ウ
:
関
係
団
体
・分
野
との
連
携
強
化

エ
:
面
的
・広
域
的
な
取
組

オ
:
内
容
の
充
実

カ
:
参
加
費
用
負
担
の
支
援
等

キ
:
学
校
施
設
の
活
用
等

ク
:
そ
の
他
の
取
組

現
在
多
くの
地
域
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィア
とし
て
指
導
に
携
わ
って
い
る
。
今
後
も
継
続
的
に
指
導
者
を
確
保
し
て
い
くた
め
に
は
、
指
導
者
へ
の
謝
金
は
不
可
欠
で

あ
る
。
ま
た
、
活
動
費
に
つ
い
て
も
従
来
の
部
活
動
と
比
べ
て
保
護
者
の
経
済
的
負
担
は
大
き
くな
って
お
り、
経
済
的
理
由
か
ら
参
加
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
を
つ
くら
な
い
よ
うに
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
ク
ラ
ブ
へ
の
安
定
し
た
公
的
支
援
や
寄
付
金
等
の
財
政
支
援
が
必
要
で
あ
り
、
早
急
に
支
援
体
制
を
整
備
し
て
い
くこ
とが
大
切
で
あ

る
。
今
後
は
、
「部
活
動
の
地
域
展
開
」の
必
要
性
を
市
民
に
広
く啓
発
し
て
行
くこ
とも
大
切
だ
と考
え
る
。

○
広
域
的
な
活
動
を
行
う「
統
括
コ
ー
デ
ィネ
ー
タ
ー
」を
配
置
し
、
各
地
域
ク
ラ
ブ
や
近
隣
市
町
(3
市
２
町
)と
の
連

絡
調
整
等
を
行
って
い
る
。

○
令
和
８
年
度
に
「井
原
地
域
ク
ラ
ブ
協
議
会
」設
立
を
計
画
し
て
い
る
。令
和
７
年
度
は
、そ
の
準
備
会
を
立
ち
上

げ
組
織
体
制
の
整
備
を
行
って
い
る
。

○
準
備
会
で
は
、公
的
資
金
や
賛
助
会
員
等
か
ら
の
寄
付
、加
入
団
体
か
ら
の
会
費
徴
収
等
に
つ
い
て
調
整
す
る
とと

も
に
協
議
会
と単
一
地
域
ク
ラ
ブ
との
役
割
や
仕
事
分
担
に
つ
い
て
も
協
議
し
て
い
る
。ま
た
、公
的
支
援
の
対
象
とな
る

た
め
の
加
入
団
体
とし
て
の
参
加
要
件
等
も
協
議
し
て
い
る
。

○
井
原
市
だ
け
で
は
整
備
で
き
な
い
競
技
に
つ
い
て
は
、他
市
町
の
ク
ラ
ブ
とも
連
携
す
る
こ
とで
、子
ども
た
ち
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
くよ
うに
す
る
。

○
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
近
い
将
来
市
内
の
生
徒
だ
け
で
は
活
動
で
き
な
い
状
況
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、

市
内
だ
け
で
な
く市
外
の
生
徒
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
備
し
つ
つ
、市
内
外
へ
の
広
報
活
動
を
強
化
し
て
い
く。

井
原
市

補
助
金

委
託
金

寄
付

活
動
報
告
等

相
互
連
携

加
入
申
請

近
隣
市
町

14
地
域
ク
ラ
ブ賛
助
会
員
(団
体
・
個
人
)

資
金
援
助

研
修
等
の
提
供

井
原
地
域
ク
ラ
ブ
協
議
会

【
井
原
地
域
ク
ラ
ブ
協
議
会
】
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1

取
組
内
容

総
社
市

●
取
組
項
目
名

イ
:
指
導
者
の
質
の
保
証
・量
の
確
保

取
組
事
項

今
後
の
課
題
と
対
応
方
針

ア
:
関
係
者
との
連
絡
調
整
・指
導
助
言
等
の
体
制
や
運
営
団
体
・実
施
主
体
の
整
備

イ
:
指
導
者
の
質
の
保
障
・量
の
確
保

ウ
:
関
係
団
体
・分
野
との
連
携
強
化

エ
:
面
的
・広
域
的
な
取
組

オ
:
内
容
の
充
実

カ
:
参
加
費
用
負
担
の
支
援
等

キ
:
学
校
施
設
の
活
用
等

ク
:
そ
の
他
の
取
組

○
総
社
市
独
自
の
人
材
バ
ン
ク

総
社
市
地
域
部
活
動
指
導
者
名
簿
登
録
制
度
が
あ
り、
登
録
者
数
88
名

地
域
ク
ラ
ブ
、学
校
部
活
動
の
11
種
目
へ
56
名
を
派
遣

指
導
者
資
格
取
得
補
助
制
度

〇
地
域
ク
ラ
ブ
指
導
者
育
成
研
修
を
実
施

連
携
協
定
を
結
ぶ
青
山
学
院
大
学
陸
上
競
技
部
原
晋
監
督
が
代
表
を
務
め
る
（
一
社
）
ア
ス
リー
ト
キ
ャリ
ア
セ

ン
タ
ー
か
ら
講
師
を
招
き
、組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野
とス
ポ
ー
ツ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
に
つ
い
て
最
新
の
理
論
と実
践
を
学
ぶ
。

〇
教
育
委
員
会
内
に
部
活
動
改
革
推
進
室
を
設
置

自
治
体
運
営
型
「そ
うじ
ゃ
地
域
ク
ラ
ブ
」の
運
営

総
社
市
部
活
動
改
革
推
進
協
議
会
を
実
施

総
括
コ
ー
デ
ィネ
ー
タ
ー
の
役
割
（
学
校
や
首
⾧
部
局
、そ
の
他
関
係
機
関
等
の
関
係
者
と連
絡
調
整
）

地
域
ク
ラ
ブ
で
中
体
連
主
催
の
大
会
に
参
加

市
独
自
の
指
導
者
育
成
研
修

１
持
続
可
能
な
運
営
体
制
の
構
築

２
令
和
８
年
度
以
降
の
部
活
動
改
革
推
進
計
画
の
検
討
と 予
算
確
保

３
教
育
的
意
義
を
継
承
し
た
「ブ
カ
ツ
ラ
イ
ク
な
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
」 の
実
現

総
社
地
区
剣
道
連
盟
と連
携
し
指
導
者
派
遣
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1

取
組
内
容

高
梁
市

●
取
組
項
目
名

カ
:
参
加
費
用
負
担
の
支
援
等

取
組
事
項

今
後
の
課
題
と
対
応
方
針

ア
:
関
係
者
との
連
絡
調
整
・指
導
助
言
等
の
体
制
や
運
営
団
体
・実
施
主
体
の
整
備

イ
:
指
導
者
の
質
の
保
障
・量
の
確
保

ウ
:
関
係
団
体
・分
野
との
連
携
強
化

エ
:
面
的
・広
域
的
な
取
組

オ
:
内
容
の
充
実

カ
:
参
加
費
用
負
担
の
支
援
等

キ
:
学
校
施
設
の
活
用
等

ク
:
そ
の
他
の
取
組

○
上
記
補
助
金
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
「地
域
ク
ラ
ブ
活
動
」に
登
録
す
る
た
め
の
「認
定
要
件
」を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
に
つ
い
て
の
要
件
は
、
ほ
ぼ

固
ま
って
い
る
が
、
文
化
芸
術
団
体
に
つ
い
て
の
要
件
を
定
め
る
こ
とに
難
航
し
て
い
る
。

○
補
助
額
が
2倍
とな
る
た
め
、
単
市
事
業
とし
て
は
要
求
し
に
くい
の
が
現
状
で
あ
る
。
次
年
度
以
降
、
国
庫
補
助
（
県
補
助
）
が
受
け
ら
れ
る
の
か
、
国
や
県
の
方
針
を
ふ
ま

え
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【概
要
】

ジ
ュニ
ハ
イ
・ホ
リメ
に
お
い
て
は
、持
続
可
能
な
取
組
に
す
る
こ
とや
小
学
生
と同
じ
環
境
づ
くり
を
目
指
す
こ
とを
方
針
とし
て
定
め
て
お
り、
参
加
費
は
原
則
、受
益
者
負
担
とな
る
よ
うに

考
え
て
い
る
。た
だ
し
、支
援
を
し
な
い
とい
うこ
とで
は
な
く、
「地
域
ク
ラ
ブ
活
動
」登
録
団
体
へ
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
とで
、間
接
的
に
参
加
者
の
費
用
負
担
軽
減
へ
と繋
が
る
仕
組
づ

くり
を
構
築
す
る
こ
とと
し
て
い
る
。ま
た
、活
動
場
所
に
係
る
施
設
利
用
料
の
減
免
規
定
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

○
「高
梁
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
補
助
金
」を
拡
充
し
、「
高
梁
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
及
び
高
梁
市
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
補
助
金
」の
交
付
要
綱
を
定
め
る
。

→
案
は
策
定
済
み
。今
後
、市
⾧
協
議
、財
政
協
議
を
重
ね
、次
年
度
の
予
算
要
求
を
行
う。

《参
考
》R
7補
助
金
予
算
額
:
約
1,
50
0千
円
→
R
8補
助
金
要
求
額
:
約
3,
00
0千
円

→
保
険
料
に
つ
い
て
は
、本
補
助
金
の
範
疇
に
い
れ
る
の
か
、単
独
で
補
助
す
る
の
か
の
検
討
を
必
要
とす
る
。

○
高
梁
市
有
ス
ポ
ー
ツ
・文
化
施
設
に
お
け
る
利
用
料
の
減
免
規
定
を
追
加
す
る
。

→
検
討
段
階
。次
年
度
の
秋
以
降
か
ら
適
用
で
き
る
よ
うに
、こ
ども
教
育
課
及
び
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、社
会
教
育
課
と協
議
を
重
ね
る
。
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2

取
組
内
容

高
梁
市

●
取
組
項
目
名

ク
:
そ
の
他

取
組
事
項

今
後
の
課
題
と
対
応
方
針

ア
:
関
係
者
との
連
絡
調
整
・指
導
助
言
等
の
体
制
や
運
営
団
体
・実
施
主
体
の
整
備

イ
:
指
導
者
の
質
の
保
障
・量
の
確
保

ウ
:
関
係
団
体
・分
野
との
連
携
強
化

エ
:
面
的
・広
域
的
な
取
組

オ
:
内
容
の
充
実

カ
:
参
加
費
用
負
担
の
支
援
等

キ
:
学
校
施
設
の
活
用
等

ク
:
そ
の
他
の
取
組

○
周
知
を
行
う
こ
とで
、
少
な
くな
い
反
響
を
い
た
だ
くの
で
は
な
い
か
と考
え
て
い
る
。
い
か
に
前
向
き
に
捉
え
て
も
ら
え
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
で
、
そ
の
点
を
ふ
ま
え
た
動
画
作
成

を
行
い
た
い
。

○
方
針
の
細
か
な
部
分
に
直
結
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
今
後
も
中
体
連
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く必
要
が
あ
る
。

【概
要
】

平
日
部
活
動
と休
日
部
活
動
の
考
え
方
を
整
理
し
、ジ
ュニ
ハ
イ
・ホ
リメ
の
方
針
を
関
係
団
体
や
教
職
員
、生
徒
・保
護
者
に
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
。

○
平
日
部
活
動
と休
日
部
活
動
の
考
え
方
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

→
別
紙
の
考
え
方
を
中
学
校
⾧
会
で
説
明
し
、
反
対
意
見
も
あ
る
中
で
、
な
ん
とか
同
意
を
得
る
こ
とが
で
き
た
。

○
ジ
ュ
ニ
ハ
イ
・ホ
リメ
の
方
針
を
周
知
す
る
。

→
「高
梁
市
立
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
（
展
開
）
」懇
談
会
を
開
催
し
、
関
係
団
体
に
周
知
し
た
。

参
加
者
:
学
識
経
験
者
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
、
中
学
校
⾧
・部
活
動
顧
問
・P
T
A
・ス
ポ
ー
ツ
団
体
・文
化
芸
術
団
体
・ボ
ラ
ン
テ
ィア
団
体
の
各
代
表
者

→
別
紙
の
通
り、
教
職
員
や
生
徒
、
保
護
者
へ
の
周
知
を
行
う
。
中
学
校
⾧
会
で
の
同
意
を
得
る
こ
とは
で
き
て
い
る
。
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教
員
向
け
説
明
会

時
期
：
９
・
１
０
月

対
象
：
小
中
義
務
教
育
学
校
管
理
職
、
中
学
校
義
務
後
期
教
員
、
小
学
校
教
員
（
任
意
）

方
法
：
「
説
明
動
画
（
市
教
委
作
成
、
教
員
向
け
：
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
音
声
で
の
説
明
を
つ
け
た
も
の
）
」

→
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
質
疑
（
学
校
・
教
員
と
し
て
の
質
問
や
生
徒
・
保
護
者
か
ら
想
定
さ
れ
る
質
問
等
）

→
市
教
委
で
質
問
を
取
り
ま
と
め
、
回
答
集
を
作
成

→
各
校
へ
共
有

保
護
者
へ
の
周
知
方
法

時
期
：
児
童
・
生
徒
が
動
画
を
視
聴
し
た
日

方
法
：
「
ジ
ュ
ニ
ハ
イ
・
ホ
リ
メ
周
知
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
市
教
委
作
成
）」
を
配
布
。

鑑
文
に
「
説
明
動
画
（
市
教
委
作
成
、
保
護
者
向
け
：
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
音
声
で
の
説
明
を
つ
け
た
も
の
）
」
の
Q
R コ
ー

ド
を
記
載
し
、
各
家
庭
で
ご
視
聴
い
た
だ
く
。
ま
た
、
市
W
eb
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
。

※
生
徒
を
通
じ
て
の
配
付
を
考
え
て
い
ま
す
。
各
校
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
質
問
・
ご
意
見
等
に
関
し
て
は
、
学
校
で
は
な
く
、
市
教
委
に
し
て
も
ら
う
よ
う
記
載
し
ま
す
。
学
校
宛
に
あ
っ
た
場
合

に
は
、
市
教
委
に
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
（教
職
員
向
け
説
明
会
で
得
た
知
識
や
作
成
さ
れ
た
回
答
集
を
基
に
対
応
い
た

だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。
）

児
童
（
６
年
生
）
・
生
徒
（
１
・
２
年
生
）
へ
の
周
知
方
法

時
期
：
１
０
月
教
員
向
け
説
明
会
が
終
了
し
、
回
答
集
を
各
校
へ
共
有
後

方
法
：
「
説
明
動
画
（
市
教
委
作
成
、
生
徒
向
け
：
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
音
声
で
の
説
明
を
つ
け
た
も
の
）」
を
学
年
集
会
、
Ｈ
Ｌ
等

で
視
聴
。
あ
わ
せ
て
「
ジ
ュ
ニ
ハ
イ
・
ホ
リ
メ
周
知
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（市
教
委
作
成
）
」を
配
付
。

※
視
聴
の
形
態
は
、
各
校
の
実
態
に
お
任
せ
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
質
問
等
に
関
し
て
は
、
フ
ォ
ー
ム
に
入
力
す
る
こ
と
で
市
教
委
に
届
く
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
の
後
、
学
校
宛
に
回
答
等
を

送
り
ま
す
の
で
、
全
児
童
・
生
徒
に
返
答
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
（
教
職
員
向
け
説
明
会
で
得
た
知
識
や
作
成
さ
れ

た
回
答
集
を
基
に
対
応
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。
）

※
児
童
・
生
徒
向
け
の
「
ニ
ー
ズ
調
査
（
市
教
委
作
成
）
」も
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。
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1

取
組
内
容

備
前
市

●
取
組
項
目
名

ア
:
関
係
者
と
の
連
絡
調
整
・指
導
助
言
等
の
体
制
や
運
営
団
体
・実
施
主
体
の
整
備

取
組
事
項

今
後
の
課
題
と
対
応
方
針

ア
:
関
係
者
との
連
絡
調
整
・指
導
助
言
等
の
体
制
や
運
営
団
体
・実
施
主
体
の
整
備

イ
:
指
導
者
の
質
の
保
障
・量
の
確
保

ウ
:
関
係
団
体
・分
野
との
連
携
強
化

エ
:
面
的
・広
域
的
な
取
組

オ
:
内
容
の
充
実

カ
:
参
加
費
用
負
担
の
支
援
等

キ
:
学
校
施
設
の
活
用
等

ク
:
そ
の
他
の
取
組

公
的
支
援
の
対
象
とす
る
地
域
ク
ラ
ブ
の
基
準
が
な
い
た
め
、
今
後
、
都
道
府
県
が
示
し
た
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
活
動
の
要
件
等
を
踏
ま
え
、
要
件
や
基
準
等
を
調
整
し
て
設

定
し
、
登
録
・指
定
等
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と考
え
る
。

コ
ー
デ
ィネ
ー
ト
業
務
を
担
う
人
材
の
発
掘
・育
成
、
資
質
向
上
を
図
る
方
策
の
検
討
を
行
う。

○
各
種
活
動
団
体
・近
隣
市
町
との
連
絡
調
整
・指
導
助
言
等
を
行
う
。

○
運
営
団
体
・実
施
主
体
の
運
営
体
制
の
整
備
や
人
材
の
確
保
な
ど、
持
続
可
能
な
運
営
が
で
き
る
組
織
体
制
の

整
備
を
行
う。
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真
庭
市

こ
れ
ま
で
の
取
組

今
後
の
課
題
と
対
応
方
針

・実
証

事
業

で
は

、
指

導
者

の
都

合
や

場
所

の
空

き
状

況
等

を
調

整
し

て
、
月

数
回

の
ペ

ー
ス

で
実

施
す

る
よ

う
に

し
て

い
る

が
、
来

年
度

か
ら

どう
実

施
す

る
か

（
毎

週
・月

数

回
等

）
の

検
討

が
必

要
。

・実
証

事
業

で
は

参
加

費
を

一
律

に
設

定
し

て
い

る
が

、
今

後
、
地

域
ク

ラ
ブ

を
運

営
し

て
い

く上
で

、
各

種
目

ご
と
に

か
か

る
費

用
や

団
体

の
運

営
費

な
どを

含
め

て
経

費
を

算

出
し

、
そ

の
経

費
に

対
し

て
何

を
どの

くら
い

公
的

支
援

が
で

き
、
受

益
者

負
担

額
を

どの
くら

い
に

設
定

で
き

る
の

検
討

が
必

要
。

■
真
庭
市
学
校
部
活
動
の
地
域
連
携
に
関
す
る
検
討
会
議
（
R
5
～
R
6
）

（
主

:
教

育
委

員
会

・副
:

市
⾧

部
局

）
令

和
8年

度
か

ら
休

日
の

部
活

動
を

実
施

し
な

い
こ

とを
目

指
し

て
検

討

・地
域

ク
ラ

ブ
活

動
が

必
要

→
実

証
事

業
の

実
施

（
バ

ド
ミン

ト
ン

、
陸

上
競

技
、
吹

奏
楽

）
・地

域
ク

ラ
ブ

活
動

、
地

域
ク

ラ
ブ

に
関

す
る

ル
ー

ル
が

必
要

→
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
関
す
る
方
針
（
学
校
と
の
連
携
、
休
養
日
、
時
間
等
）

を
策

定
・指

導
者

な
ど人

の
確

保
、
指

導
の

質
の

向
上

が
必

要
→
ス
ポ
ー
ツ
・文
化
人
材
バ
ン
ク
登
録
制
度

（
※

地
域

ク
ラ

ブ
活

動
に

限
ら

な
い

）
の

設
置

指
導
者
研
修
会

を
開

催
・学

校
と地

域
との

つ
な

が
りが

必
要

→
総
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
部
活
動
地
域
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
設

置

本
年
度
の
取
組

■
真
庭
市
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
協
議
会

（
主

:
市

⾧
部

局
副

:
教

育
委

員
会

）
の

設
置

※
学

校
部

活
動

か
ら

地
域

ク
ラ

ブ
活

動
の

視
点

に

■
実

証
事

業
・・

・３
つ

の
法

人
に

委
託

し
て

、
実

施
・真

庭
ス

ポ
ー

ツ
振

興
財

団
・・

・
陸

上
競

技
、
バ

ド
ミン

ト
ン

、
ハ

ン
ド

ボ
ー

ル
、
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
、
ソ

フ
ト

テ
ニ

ス
、
サ

ッカ
ー

、
卓

球
、
（

剣
道

）
・f

ie
ld

 o
f 

dr
ea

m
s 

真
庭

・・
・

軟
式

野
球

、
バ

ス
ケ

ット
ボ

ー
ル

・真
庭

エ
ス

パ
ス

文
化

振
興

財
団

・・
・

吹
奏

楽
■

ス
ポ

ー
ツ

・文
化

人
材

バ
ン

ク
・実

証
事

業
を

実
施

す
る

指
導

者
は

必
ず

登
録

（
9/

10
時

点
:

72
人

）
・ス

ポ
ー

ツ
協

会
、
ス

ポ
ー

ツ
少

年
団

へ
周

知
、
登

録
募

集
■

指
導

者
等

研
修

会
・・

・指
導

者
や

サ
ポ

ー
タ

ー
の

方
の

た
め

に
研

修
会

を
実

施
※

県
開

催
研

修
会

へ
も

誘
導

■
コ

ー
デ

ィネ
ー

タ
ー

の
設

置
地

域
ク

ラ
ブ

活
動

総
括

コ
ー

デ
ィネ

ー
タ

ー
（

2名
）

、
部

活
動

地
域

連
携

コ
ー

デ
ィネ

ー
タ

ー
（

1名
）

■
地

域
ク

ラ
ブ

の
設

立
（

認
定

）
本

年
中

に
実

証
事

業
を

行
って

い
る

公
益

財
団

法
人

真
庭

ス
ポ

ー
ツ

振
興

財
団

、
一

般
社

団
法

人
fie

ld
 o

f 
dr

ea
m

s真
庭

、
公

益
財

団
法

人
真

庭
エ

ス
パ

ス
文

化
振

興
財

団
を

本
年

中
に

認
定

し
て

い
く予

定

取
組
内
容
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真
庭
市
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真
庭
市

参
加
人
数

※
9/
10
現
在

開
始
日

回
数

参
加
費

活
動
場
所

指
導 者

区
域

種
目

①
5人

②
15

人
③

18
人

①
8/

9～
全

10
回

②
8/

9～
全

10
回

③
8/

9～
全

10
回

2,
80

0円
(保

険
料

込
)

①
勝

山
中

学
校

、
久

世
中

学
校

②
落

合
中

学
校

、
北

房
中

学
校

③
蒜

山
中

学
校

12
名

①
湯

原
・勝

山
・久

世
②

落
合

・北
房

③
蒜

山

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

①
9人

②
7人

③
8人

①
8/

2～
全

15
回

②
8/

9～
全

7回
③

8/
2～

全
14

回

①
3,

80
0円

(保
険

料
込

)
②

2,
20

0円
(保

険
料

込
)

③
3,

60
0円

(保
険

料
込

)

①
北

房
中

学
校

②
久

世
中

学
校

、
勝

山
中

学
校

③
蒜

山
中

学
校

15
名

①
北

房
②

落
合

・久
世

・勝
山

・湯
原

③
蒜

山
卓

球

①
22

人
②

18
人

①
9/

14
～

全
9回

②
8/

30
～

全
8回

保
険

料
80

0円
20

0円
/回

①
落

合
中

学
校

、
落

合
総

合
公

園 ②
久

世
中

学
校

、
勝

山
運

動
公

園

18
名

①
北

房
・落

合
②

久
世

・勝
山

・湯
原

・蒜
山

ソ
フ

ト
テ

ニ
ス

8人
7/

27
～

全
16

回
保

険
料

80
0円

20
0円

/回
落

合
中

学
校

体
育

館
、
白

梅
総

合
体

育
館

7名
市

内
全

域
ハ

ン
ド

ボ
ー

ル

16
人

7/
26

～
全

15
回

保
険

料
80

0円
20

0円
/回

久
世

中
学

校
11

名
市

内
全

域
陸

上
競

技

①
9人

②
18

人
①

9/
27

～
全

8回
②

9/
13

～
全

9回
保

険
料

80
0円

20
0円

/回

①
落

合
中

学
校

②
勝

山
中

学
校

、
久

世
中

学
校

、
蒜

山
ス

ポ
ー

ツ
公

園
5名

①
北

房
・落

合
②

久
世

・勝
山

・湯
原

・蒜
山

サ
ッカ

ー

28
人

7/
26

～
全

15
回

3,
80

0円
(保

険
料

込
)

久
世

中
学

校
、
落

合
中

学
校

、
湯

原
中

学
校

、
白

梅
総

合
体

育
館

8名
市

内
全

域
バ

ド
ミン

ト
ン

8月
～

月
1回

剣
道

連
盟

と連
携

（
場

所
の

提
供

）
市

内
全

域
剣

道

49
人

8月
～

保
険

料
80

0円
1,

00
0円

/月

各
中

学
校

グ
ラ

ウ
ン

ド
(巡

回
)、

勝
山

運
動

公
園

、
や

ま
び

こ
ス

タ
ジ

ア
ム

、
落

合
総

合
公

園
10

名
市

内
全

域
軟

式
野

球

23
人

8月
(4

月
)～

保
険

料
80

0円
5,

00
0円

勝
山

中
学

校
4名

市
内

全
域

バ
ス

ケ
ット

ボ
ー

ル

10
月

～
初

回
1,

30
0円

2回
目

以
降

50
0円

/回
勝

山
文

化
セ

ン
タ

ー
、
エ

ス
パ

ス
、
久

世
中

学
校

調
整

中
吹

奏
楽
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1

取
組
内
容

美
作
市

●
取
組
項
目
名

ア
:
関
係
者
と
の
連
絡
調
整
・指
導
助
言
等
の
体
制
や
運
営
団
体
・実
施
主
体
の
整
備

取
組
事
項

今
後
の
課
題
と
対
応
方
針

ア
:
関
係
者
との
連
絡
調
整
・指
導
助
言
等
の
体
制
や
運
営
団
体
・実
施
主
体
の
整
備

イ
:
指
導
者
の
質
の
保
障
・量
の
確
保

ウ
:
関
係
団
体
・分
野
との
連
携
強
化

エ
:
面
的
・広
域
的
な
取
組

オ
:
内
容
の
充
実

カ
:
参
加
費
用
負
担
の
支
援
等

キ
:
学
校
施
設
の
活
用
等

ク
:
そ
の
他
の
取
組


(一
社
)美
作
市
ス
ポ
ー
ツ
文
化
協
会
に
ど
の
よ
う
に
部
活
動
地
域
展
開
の
運
営
主
体
と
実
施
主
体
を
位

置
付
け
る
か
、
検
討
が
必
要
で
あ
る
。


協
会
が
運
営
主
体
と
な
り
、
実
施
主
体
と
し
て
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
又
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
位

置
付
け
る
予
定
で
あ
る
。


美
作
市
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
組
織
とし
て
、一
般
社
団
法
人
美
作
市
ス
ポ
ー
ツ
文
化
協
会
を
設
置

す
る
た
め
、美
作
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
協
力
を
仰
ぎ
、
関
係
団
体
か
ら
の
ヒア
リン
グ
を
行
うと
とも
に
、関
係
者
の

理
解
を
求
め
る
た
め
の
研
修
会
を
開
催
す
る
。


美
作
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
協
力
を
得
て
指
導
者
リス
ト
を
作
成
し
た
。


指
導
者
に
対
し
て
、ど
の
よ
うな
条
件
の
も
と指
導
者
とし
て
参
画
で
き
る
か
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
った
。


美
作
市
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
実
施
す
る
た
め
指
導
者
に
協
力
を
依
頼
し
、実
施
す
る
曜
日
・時
間
・場
所
等
の
調
整
を
行
った
。


市
内
を
対
象
に
水
泳
、勝
田
中
を
対
象
に
剣
道
、芸
術
の
ク
ラ
ブ
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

●
取
組
項
目
名

イ
指
導
者
の
質
の
保
障
・量
の
確
保

取
組
事
項


指
導
者
の
質
を
一
定
に
保
ち
な
が
ら
、
量
を
確
保
す
る
こ
とが
課
題
で
あ
る
。


指
導
の
専
門
性
を
高
め
る
研
修
会
の
実
施
は
、
単
市
の
取
組
は
困
難
で
あ
り、
県
の
研
修
会
へ
の
参
加
を
促
す
こ
とが
望
ま
し
い
。

今
後
の
課
題
と
対
応
方
針

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
:
水
泳

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
:
剣
道
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1

取
組
内
容

浅
口
市

●
取
組
項
目
名

オ
:
内
容
の
充
実

取
組
事
項

今
後
の
課
題
と
対
応
方
針

ア
:
関
係
者
との
連
絡
調
整
・指
導
助
言
等
の
体
制
や
運
営
団
体
・実
施
主
体
の
整
備

イ
:
指
導
者
の
質
の
保
障
・量
の
確
保

ウ
:
関
係
団
体
・分
野
との
連
携
強
化

エ
:
面
的
・広
域
的
な
取
組

オ
:
内
容
の
充
実

カ
:
参
加
費
用
負
担
の
支
援
等

キ
:
学
校
施
設
の
活
用
等

ク
:
そ
の
他
の
取
組

・令
和
８
年
度
の
新
チ
ー
ム
発
足
時
以
降
の
休
日
は
地
域
ク
ラ
ブ
とし
て
活
動
す
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
準
備
段
階
と
し
て
、
今
年
度
ス

タ
ー
ト
ア
ップ
支
援
を
行
う
が
、
ま
だ
ま
だ
受
け
入
れ
団
体
が
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
今
後
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
使
い
公
募
を
か

け
て
、
新
た
な
指
導
者
の
発
掘
を
し
て
い
く必
要
が
あ
る
。

〇
休
日
に
新
規
に
中
学
生
を
受
け
入
れ
て
活
動
す
る
団
体
に
対
し
て
、
ス
タ
ー
ト
ア
ップ

支
援
を
行
う。

・ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
文
化
協
会
な
ど
市
内
で
活
動
し
て
い
る
各
団
体
に
、

地
域
展
開
の
趣
旨
を
説
明
し
、
中
学
生
の
受
け
入
れ
を
依
頼
す
る
。

・メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
等
を
利
用
し
て
新
規
ク
ラ
ブ
を
募
集
す
る
。

・生
徒
向
け
募
集
要
項
と市
民
向
け
案
内
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
使
っ
て
公
開
す
る
。

〇
持
続
可
能
な
運
営
が
で
き
る
組
織
体
制
の
整
備
を
行
う
。

・各
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
事
務
局
の
支
援
内
容
に
つ
い
て
、
検
討
を
行
う
。

昨
年
度
の
モ
デ
ル
事
業
の

様
子
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1

取
組
内
容

和
気
町

●
取
組
項
目
名
ア
:
関
係
者
と
の
連
絡
調
整
・指
導
助
言
の
体
制
や
運
営
団
体
・実
施
主
体
の
整
備
イ
:
指
導
者
の
質
の
保
障
・量
の
確
保
オ
:
内
容
の
充
実

取
組
事
項

今
後
の
課
題
と
対
応
方
針

ア
:
関
係
者
との
連
絡
調
整
・指
導
助
言
等
の
体
制
や
運
営
団
体
・実
施
主
体
の
整
備

イ
:
指
導
者
の
質
の
保
障
・量
の
確
保

ウ
:
関
係
団
体
・分
野
との
連
携
強
化

エ
:
面
的
・広
域
的
な
取
組

オ
:
内
容
の
充
実

カ
:
参
加
費
用
負
担
の
支
援
等

キ
:
学
校
施
設
の
活
用
等

ク
:
そ
の
他
の
取
組

ア
関
係
者
と
の
連
絡
調
整
・指
導
助
言
等
の
体
制
や
運
営
団
体
・実
施
主
体
の
整
備

（
１
）
地
域
ス
ポ
ー
ツ
・文
化
芸
術
ク
ラ
ブ
の
要
件
整
備
、
登
録
認
定
制
度
の
策
定

→
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
示
し
た
た
た
き
台
を
元
に
、
和
気
町
版
の
登
録
認
定
制
度
を
策
定
（
認
定
団
体
に
は
、

財
政
的
、
物
的
支
援
や
施
設
優
先
利
用
等
の
優
遇
を
想
定
）

（
２
）
タ
ー
ゲ
ット
層
へ
の
PR

→
小
中
学
生
保
護
者
に
対
し
て
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
趣
旨
や
ク
ラ
ブ
の
状
況
を
説
明
（
就
学
時
健
康
診
断
、
文
化
祭
、
入
学
説
明
会
等
）

カ
参
加
費
用
負
担
の
支
援
等
→
出
欠
管
理
等
の
IC
T
化
の
促
進
（
マ
ン
パ
ワ
ー
で
行
って
い
る
出
欠
管
理
を
ア
プ
リ等
を
活
用
し
た
方
法
に
見
直
し
、
事
務
負
担
を
軽
減
）

ア
関
係
者
と
の
連
絡
調
整
・指
導
助
言
等
の
体
制
や
運
営
団
体
・実
施
主
体
の
整
備

（
１
）
広
報
誌
を
使
った
定
期
的
な
情
報
発
信

【課
題
】約
57
％
の
保
護
者
が
「部
活
動
の
地
域
移
行
の
取
組
が
よ
く分
か
ら
な
い
」と
回
答
（
R
6保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
）

→
【取
組
】町
広
報
誌
に
「地
域
ス
ポ
ー
ツ
・文
化
芸
術
活
動
コ
ー
ナ
ー
」を
常
設
し
、町
の
取
組
や
団
体
等
を
発
信
《４
月
～
》

（
２
）
タ
ー
ゲ
ット
層
へ
の
PR

【課
題
】町
内
ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の
加
入
状
況
に
比
べ
、文
化
団
体
（
例
:
吹
奏
楽
ク
ラ
ブ
）
へ
の
加
入
が
少
数

→
【取
組
】吹
奏
楽
ク
ラ
ブ
コ
ア
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
小
学
校
３
年
生
へ
の
出
前
授
業
実
施
（
金
管
楽
器
体
験
）
《９
月
》

イ
指
導
者
の
質
の
保
障
・量
の
確
保

【課
題
】総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
和
気
ク
ラ
ブ
バ
ス
ケ
ット
サ
ー
ク
ル
の
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッフ
が
少
な
く、
活
動
が
不
規
則

→
【取
組
】I
PU
男
子
バ
ス
ケ
ット
ボ
ー
ル
部
員
に
よ
る
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
支
援
体
制
を
構
築
《５
月
～
》

オ
内
容
の
充
実

【課
題
】児
童
生
徒
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
競
技
（
ダ
ン
ス
）
に
つ
い
て
、
町
内
に
活
動
場
所
が
な
い

→
【取
組
】総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
和
気
ク
ラ
ブ
内
に
ダ
ン
ス
、
サ
ッカ
ー
、
軟
式
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
新
設
《５
月
～
》

上
出
典
:
広
報
和
気
令
和
７
年
５
月
号

右
出
典
:

Y’
sD
A
N
C
E

和
気
校
募
集

チ
ラ
シ
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1

取
組
内
容

早
島
町

●
取
組
項
目
名

ア
:
関
係
者
と
の
連
絡
調
整
・指
導
助
言
等
の
体
制
や
運
営
団
体
・実
施
主
体
の
整
備

取
組
事
項

今
後
の
課
題
と
対
応
方
針

ア
:
関
係
者
との
連
絡
調
整
・指
導
助
言
等
の
体
制
や
運
営
団
体
・実
施
主
体
の
整
備

イ
:
指
導
者
の
質
の
保
障
・量
の
確
保

ウ
:
関
係
団
体
・分
野
との
連
携
強
化

エ
:
面
的
・広
域
的
な
取
組

オ
:
内
容
の
充
実

カ
:
参
加
費
用
負
担
の
支
援
等

キ
:
学
校
施
設
の
活
用
等

ク
:
そ
の
他
の
取
組

○
持
続
可
能
な
運
営
モ
デ
ル
の
確
立

学
校
と行
政
が
一
体
とな
って
推
進
し
て
い
く体
制
は
、
円
滑
な
事
業
推
進
に
大
き
く寄
与
し
て
い
る
一
方
で
、
担
当
教
員
や
行
政
職
員
の
人
事
異
動
に
よ
って
、
同
じ
方
針

で
取
組
を
継
続
す
る
こ
とが
難
し
くな
る
恐
れ
が
あ
り、
今
後
は
、
活
動
内
容
や
課
題
対
応
を
文
書
や
デ
ー
タ
で
記
録
し
教
育
委
員
会
で
一
元
管
理
す
る
とと
も
に
、
引
継
ぎ
の

仕
組
み
や
定
期
的
な
情
報
交
換
の
場
を
設
け
る
こ
とで
、
体
制
の
継
続
性
を
確
保
し
て
い
くこ
とを
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

○
中
学
校
教
員
に
よ
る
「部
活
動
地
域
展
開
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」の
配
置

早
島
町
で
は
、中
学
校
教
員
を
「部
活
動
地
域
展
開
コ
ー
デ
ィネ
ー
タ
ー
」と
し
て
校
務
分
掌
に
位
置
づ
け
て

い
ま
す
。コ
ー
デ
ィネ
ー
タ
ー
は
、校
内
で
の
情
報
共
有
、教
員
や
生
徒
・保
護
者
の
地
域
展
開
に
対
す
る
不
安

解
消
、啓
発
活
動
を
行
い
、学
校
現
場
の
声
を
地
域
展
開
計
画
に
反
映
さ
せ
る
重
要
な
役
割
を
担
って
い
ま
す
。

○
教
育
委
員
会
に
よ
る
運
営
主
体
の
設
置

早
島
町
教
育
委
員
会
が
「早
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
」を
設
置
し
、部
活
動
の
地
域
移
行
に
お
け
る
運
営

団
体
・実
施
主
体
とし
て
機
能
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り、
持
続
可
能
な
運
営
体
制
の
整
備
に
取
り組
ん
で
い
ま
す
。

○
学
校
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
推
進
体
制
の
構
築

学
校
と行
政
が
連
携
し
、
地
域
、
小
中
学
校
、
保
護
者
等
へ
積
極
的
に
周
知
活
動
を
行
い
、
学
校
と

行
政
が
緊
密
に
連
携
す
る
こ
とで
協
力
関
係
を
築
き
、
地
域
展
開
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

早
島
町
に
お
け
る
地
域
展
開
体
制
図
（
R
7.
9現
在
）

出
典
:
早
島
町
教
育
委
員
会

写
真
・グ
ラ
フ
等
デ
ー
タ
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2

取
組
内
容

早
島
町

●
取
組
項
目
名

ク
そ
の
他
の
取
組

取
組
事
項

今
後
の
課
題
と
対
応
方
針

ア
:
関
係
者
との
連
絡
調
整
・指
導
助
言
等
の
体
制
や
運
営
団
体
・実
施
主
体
の
整
備

イ
:
指
導
者
の
質
の
保
障
・量
の
確
保

ウ
:
関
係
団
体
・分
野
との
連
携
強
化

エ
:
面
的
・広
域
的
な
取
組

オ
:
内
容
の
充
実

カ
:
参
加
費
用
負
担
の
支
援
等

キ
:
学
校
施
設
の
活
用
等

ク
:
そ
の
他
の
取
組

○
活
動
時
間
に
関
す
る
課
題
と
対
応

指
導
員
の
勤
務
形
態
に
合
わ
せ
て
活
動
開
始
時
刻
を
従
来
の
時
刻
か
ら
変
更
す
る
必
要
性
が
出
て
き
た
り、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
で
2時
間
の
活
動
時
間
を
確
保
す
る
と、

従
来
の
終
了
時
刻
と比
べ
て
遅
くな
り、
特
に
冬
場
は
日
没
後
の
帰
宅
とな
る
た
め
、
生
徒
の
安
全
確
保
が
新
た
な
懸
念
事
項
とな
った
りし
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し

て
、
行
政
と部
活
動
地
域
移
行
コ
ー
デ
ィネ
ー
タ
ー
と連
携
し
、
生
徒
・保
護
者
・地
域
の
皆
様
か
ら
の
理
解
と協
力
を
粘
り強
く得
て
い
くこ
とが
不
可
欠
だ
と考
え
ま
す
。

○
平
日
の
地
域
展
開
の
推
進

早
島
町
で
は
、令
和
7年
度
は
ま
ず
平
日
の
地
域
展
開
を
目
指
し
て
お
り、
週
3日
、1
日
あ
た
り2
時
間
の
活
動

を
想
定
し
て
い
ま
す
。そ
の
後
、休
日
を
含
め
た
全
面
展
開
を
視
野
に
入
れ
、最
終
的
に
は
全
て
の
部
活
動
に
お
い
て

平
日
・休
日
の
地
域
移
行
を
目
指
す
計
画
で
す
。

①
平
日
の
活
動
を
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
移
行
:
軟
式
野
球
・サ
ッカ
ー
剣
道
・男
女
バ
ス
ケ
・卓
球
・女
子
バ
レ
ー
・吹
奏
楽
・美
術

②
平
日
の
一
部
の
活
動
を
地
域
ク
ラブ
活
動
に
移
行
:
ソ
フト
テ
ニ
ス
・男
子
バ
レ
ー

③
平
日
の
活
動
時
間
を
放
課
後
か
ら
夕
方
・夜
間
等
に
変
更
:
ソ
フト
テ
ニ
ス
・剣
道
・男
子
バ
レ
ー

➃
休
日
の
地
域
展
開
に
向
け
て
検
討
中
:
軟
式
野
球
・吹
奏
楽
・美
術

○
平
日
・休
日
一
貫
指
導
体
制
の
構
築

早
島
町
で
は
、
ま
ず
平
日
に
参
加
可
能
な
指
導
者
を
確
保
・配
置
す
る
こ
とで
、
平
日
の
地
域
ク
ラ
ブ
活
動

の
展
開
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
は
、
土
日
も
部
活
動
指
導
員
とし
て
指
導
者
を
配
置
す
る
こ
とに
つ
な

が
り、
平
日
・休
日
を
通
じ
て
一
貫
し
た
指
導
を
行
う
環
境
を
構
築
す
る
こ
とが
で
き
て
い
ま
す
。

写
真
の
説
明

出
典
:
○
○
○
○
○

写
真
・グ
ラ
フ
等
デ
ー
タ

早
島
町
部
活
動
地
域
展
開
状
況
（
R
7.
10
現
在
）

出
典
:
早
島
町
教
育
委
員
会
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1

取
組
内
容

矢
掛
町

●
ア
:
関
係
者
と
の
連
絡
調
整
・指
導
助
言
等
の
体
制
や
運
営
団
体
・実
施
主
体
の
整
備

○
中
学
生
N
PO
法
人
や
か
げ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
YS
C）
の
会
員
とな
り

や
か
げ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
「矢
中
矢
高
合
同
部
活
動
」に
参
加
可
能

〇
運
営
体
制

矢
掛
町
、矢
掛
中
学
校
、矢
掛
高
校
、
YS
Cが
連
携

矢
掛
町
…
財
政
的
支
援
・運
営
管
理
へ
の
協
力

矢
掛
高
校
…
中
学
生
の
受
け
入
れ

YS
C
…
事
務
局
実
施
主
体
会
員
管
理
、会
費
徴
収
、指
導
員
謝
金

支
払
い
会
場
確
保
参
加
者
・指
導
者
へ
の
連
絡
（
ア
プ
リ)

★
や
か
げ
型
地
域
ク
ラ
ブ
移
行
検
討
会
議
年
2回
程
度

●
イ
:
指
導
者
の
量
の
確
保
・質
の
保
障

○
YS
C指
導
員
とし
て
登
録
→
面
接
実
施
→
活
動
場
所
へ
派
遣

・ク
ラ
ブ
指
導
員
（
各
種
目
の
指
導
リー
ダ
ー
)
1,
60
0円
/h

・指
導
サ
ポ
ー
タ
ー
1,
00
0円
/h

・巡
回
監
視
員
（
各
場
所
巡
回
)

・役
場
サ
ポ
ー
タ
ー
（
役
場
職
員
)

・兼
職
兼
業
ク
ラ
ブ
指
導
員
（
指
導
を
希
望
す
る
中
学
教
員
)

※
前
年
度
ま
で
中
学
校
に
あ
った
種
目
に
の
み
、顧
問
配
置

★
ク
ラ
ブ
指
導
員
連
絡
会
年
3回

（
情
報
伝
達
・情
報
共
有
)

★
指
導
員
研
修
会
年
１
回
（
指
導
力
向
上
・パ
ワ
ハ
ラ
防
止
等
)

★
県
主
催
の
研
修
へ
参
加
案
内

★
町
外
・県
外
試
合
大
会
へ
の
引
率
旅
費
定
額
支
給

★
資
格
取
得
・資
格
更
新
補
助
（
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
とし
て
中
体
連
等
に
登
録
す
る
た
め
に
必
要
な
資
格
取
得
・更
新
補
助
)
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2

取
組
内
容

矢
掛
町

●
オ
:
内
容
の
充
実

○
選
択
肢
の
拡
大

矢
掛
高
校
の
部
活
動
種
目
を
選
択
で
き
る
こ
とに
な
った
こ
とに
よ
り、
活
動
種
目
は
９
種
類
→
18
種
類
へ

半
期
ご
とに
、入
会
・退
会
・種
目
変
更
が
可
能

〇
生
徒
フ
ァー
ス
ト
の
活
動
時
間
平
日
は
、学
校
終
わ
り1
5時
30
分
～
18
時

〇
中
学
生
加
入
率
U
P!
!

前
年
度
（
矢
中
部
活
)7
6.
4%

→
今
年
度
（
矢
中
矢
高
合
同
部
活
動
)
82
.0
%

※
特
に
中
１
の
加
入
率
高
い

※
中
3の
後
期
引
退
し
な
い
継
続
希
望
者
11
%

〇
合
同
練
習
や
隣
の
コ
ー
ト
で
の
練
習
に
よ
る
中
高
交
流
（
テ
ス
ト
期
間
や
夏
季
休
業
中
は
別
々
)

中
学
生

新
規

種
目

加
入

サ
ッ
カ
ー

加
入

新
規

陸
上
競
技

加
入

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

加
入

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

加
入

男
子
新
規

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

加
入

男
子
新
規

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

加
入

新
規

卓
球

加
入

軟
式
野
球
（
中
学
生
単

独
）

‐
新
規

ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド

加
入

吹
奏
楽

‐
新
規

囲
碁
将
棋

‐
新
規

書
道

加
入

新
規

茶
道

‐
新
規

筝
曲

‐
新
規

ビ
ジ
ネ
ス
研
究

加
入

新
規

サ
イ
エ
ン
ス

加
入

メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
ト

加
入

パ
ソ
コ
ン

●
キ
:
学
校
施
設
の
活
用
等

●
カ
:
参
加
者
費
用
負
担
支
援
等

○
ク
ラ
ブ
年
会
費
…
町
が
財
政
補
助
（
1人
年
間
５
０
０
円
)

〇
ク
ラ
ブ
運
営
費
（
保
護
者
会
費
)
…
半
期
ご
と納
入

各
種
目
の
活
動
日
に
よ
る

週
4日
10
,0
00
円
週
3日
7,
50
0円

週
2日
5,
00
0円

週
1日
2,
50
0円

〇
就
学
援
助
世
帯
は
、一
旦
ク
ラ
ブ
運
営
費
を
YS
Cに
納
付
→
町
が
YS
Cに
納
付
状
況
照
会
→
町
か
ら
全
額
返
還
給
付

〇
ク
ラ
ブ
運
営
費
の
一
部
は
、ク
ラ
ブ
活
動
費
とし
て
各
活
動
種
目
へ
分
配

○
中
高
合
同
で
の
施
設
活
用
場
所

グ
ラ
ン
ド
（
矢
中
)

体
育
館
（
矢
中
・矢
高
・B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
)
教
室
（
矢
高
)

武
道
場
（
矢
高
)

〇
カ
ギ
及
び
使
用
簿
を
作
成
し
、役
場
で
管
理
（
指
導
員
が
練
習
時
に
取
りに
くる
シ
ス
テ
ム
)
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3

取
組
内
容

矢
掛
町

課
題
と
今
後
の
取
り
組
み
方
針

課
題
１

指
導
者
の
確
保

平
日
15
時
30
分
～
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
た
め
、種
目
に
よ
って
は
安
定
的
な
指
導
員
確
保
が
困
難

や
る
気
の
あ
る
教
員
を
兼
職
兼
業
ク
ラ
ブ
指
導
員
とし
て
お
り、
士
気
も
高
ま
って
い
る
が
、持
続
的
な
運
営
に
な
ら
な
い

☛ ☛

課
題
２
【部
活
＋
ク
ラ
ブ
ハ
イ
ブ
リ
ット
型
】か
ら
、段
階
的
に
【ク
ラ
ブ
中
心
型
】へ
移
行

各
種
目
を
ク
ラ
ブ
とし
て
中
体
連
等
に
申
し
込
む
場
合
の
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ

教
育
委
員
会
事
務
局
伴
走
型
→
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
YS
C)
の
自
立
化
へ

☛ ☛

3
「ク
ラ
ブ
化
」の
意
義
や
価
値
づ
け

☛

4
資
金
の
確
保

ふ
る
さ
と
納
税

企
業
か
ら
の
寄
付
等
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